
〈
卒
業
論
文
〉

河
野

文
顕

薩
摩
島
津
氏
の
支
配
地
統
治
に
お
け
る
上
井
覚
兼
の
役
割

―
『
上
井
覚
兼
日
記
』
を
中
心
に
―

牟
礼

圭
介

軍
縮
体
制
下
に
お
け
る
海
軍
の
攻
防

―
二
つ
の
ロ
ン
ド
ン

会
議
の
狭
間
で
―

島

智
明

国
葬
に
関
す
る
一
考
察

越
智

啓
仁

古
代
の
銅
生
産
と
律
令
国
家

―
地
方
銅
生
産
の
国
家
的
掌

握
―

小
山

純
弥

興
亜
院
の
活
動
と
そ
の
「
挫
折
」
―
鈴
木
貞
一
の
こ
と
ば
か

ら
―

田
片

亨
典

中
世
島
津
氏
の
対
琉
球
関
係
に
つ
い
て

―
島
津
氏
印
判
制

を
中
心
に
―

西
川

久
司

相
模
国
一
之
宮
村
寄
場
組
合
に
つ
い
て

丹
羽

健
文

国
歌
「
君
が
代
」
に
つ
い
て

磯
部

朗
大

陸
奥
・
出
羽
に
お
け
る
「
受
領
官
」
の
特
質

内
野

恵
佑

律
令
制
神
祇
官
の
成
立
過
程
と
機
能

逢
坂

健

不
穏
文
書
臨
時
取
締
法
の
成
立
に
お
け
る
一
考
察

酒
井

武
尊

松
浦
党
一
揆
の
紛
争
処
理
に
関
す
る
考
察

―
五
島
一
揆
の

変
質
過
程
に
つ
い
て
―

佐
々
木
尚
広

幕
末
に
お
け
る
大
庄
屋
の
役
割

―
上
総
国
埴
生
郡
立
木
村

高
橋
家
御
用
留
を
例
に
―

篠
原

愛
海

中
世
後
期
近
衛
家
と
島
津
氏
宗
家
・
庶
家
と
の
交
流
に
つ
い

て

須
藤

歩

近
世
後
期
江
戸
内
湾
の
浦
利
用

―
上
総
国
市
原
郡
青
柳
村

の
浦
利
用
と
き
さ
ご
札
を
題
材
に
―

塚
原
浩
太
郎

占
領
初
期
食
糧
の
「
人
民
管
理
」
を
め
ぐ
る
運
動
と
政
治

―
日
本
共
産
党
と
関
東
食
糧
民
主
協
議
会
を
中
心
に
―

寺
井

康
矩

大
極
殿
と
律
令
国
家
の
形
成

―
七
世
紀
に
お
け
る
王
宮
の

展
開
―

廣
瀬

翔
太

島
原
・
天
草
一
揆
後
に
お
け
る
熊
本
藩
の
天
草
富
岡
城
在
番

の
特
質

堀
内

一
平

大
正
期
北
樺
太
石
油
石
炭
業
に
お
け
る
企
業
と
海
軍
の
動
向

〈
修
士
論
文
〉

井
上

翔

律
令
国
郡
制
と
地
方
支
配
の
実
態
的
研
究

佐
藤

美
咲

平
安
時
代
の
葬
送
に
み
る
服
喪
と
穢
観
念
の
展
開

鈴
木

智
行

都
市
近
郊
農
村
と
土
地
整
理
事
業

梅
本

肇

政
党
内
閣
崩
壊
後
の
政
党
と
中
央
地
方
関
係

―
「
半
既
成

政
党
」
国
民
同
盟
と
熊
本
県
会
の
動
向
を
通
じ
て
―

吉
田
ま
す
み

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
海
洋
秩
序
と
日
本
外
交

―
海

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
論
文
題
目
一
覧

二
〇
一
四
年
度

東
京
大
学
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
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運
原
則
を
め
ぐ
っ
て
―

賀

申
杰

日
露
戦
争
前
後
の
日
清
海
軍
の
交
流
活
動

―
艦
船
購
入
と

海
軍
留
学
生
派
遣
を
中
心
に

〈
博
士
論
文
〉（
授
与
年
月
日
が
二
〇
一
四
年
四
月
以
降
二
〇
一
五
年
三
月
ま
で
の

も
の
、
審
査
委
員
名
を
付
記
し
た
）

甲
（
課
程
博
士
）

宮
川

麻
紀

日
本
古
代
社
会
と
流
通
経
済

佐
藤
信
〈
主
査
〉・
大
津
透
・
蓑
輪
顕
量
・
鉄
野
昌
弘
・

山
口
英
男

吉
井

文
美

中
国
在
来
秩
序
の
改
変
と
帝
国
日
本
の
膨
張

―
一
九
三
一

〜
一
九
四
一
年
―

野
島
（
加
藤
）
陽
子
〈
主
査
〉・
鈴
木
淳
・
牧
原
成
征
・

吉
澤
誠
一
郎
・
酒
井
哲
哉

中
西

啓
太

明
治
中
後
期
地
方
行
財
政
の
運
営
と
展
開

鈴
木
淳
〈
主
査
〉・
野
島
（
加
藤
）
陽
子
・
牧
原
成
征
・

奥
田
晴
樹
・
�
嶋
修
一

「
財
津
文
書
目
録
」
に
関
す
る
内
容
の
追
記
と
お
詫
び

前
号
第
十
九
号
掲
載
の
財
津
文
書
目
録
に
関
し
て
、
現
状
記
録
調
査
作
成
に
当

た
り
、
下
記
の
と
お
り
当
時
研
究
室
在
籍
し
て
い
た
人
文
社
会
系
研
究
科
研
究
員

・
大
学
院
生
・
学
部
生
に
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
前
号
に
未
掲
載
で
あ
っ
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

三
ツ
松
誠
、
若
山
太
良
、
下
田
桃
子
、
水
上
た
か
ね
、
青
木
太
一
、
福
元
啓
介
、

廣
瀬
翔
太
、
立
石
了

竹
ノ
内

雅
人
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